
過去の歪み 凝縮の表現 
 

毎日新聞 10 月 10 日「保阪正康の昭和史のかたち」は、安倍首相の１億総活躍社会

という言葉をとりあげる。表題のように問題視しており、紹介しておきたい。 

この「1 億」とは人口の概数を指して、いわば「国民全員が活躍できる社会」という

のが本意なのだろう。活躍の意味も曖昧なら、それがどのような到達地点なのかといっ

た具体的なイメージもない。例によって麗句を口にし、なにやら幻想をまき散らすとい

うのが、この「１億総活躍社会」の意味ではないか。 

むしろあの日中戦争・太平洋戦争時に盛んに用いられた「進め一億 火の玉だ」とか

「一億一心」などとイメージが重なり危なかしくて仕方がないというのが正直な感想で

ある。つまり「一億」という語は、「聖戦完遂」とか「ファシズム体制」そのものを指

しているというのが歴史的な用いられ方であった。たとえば「一億一心」というのは、

国民が心をひとつにして聖戦完遂をとなる。国民精神総動

員委員会の決定にもとづいて、1939(昭和 14)年 9 月 1 日

から，阿部信行内閣の下で毎月 1 日は「興亜奉公日」にな

った。国民精神をひとつにして、戦争政策に全面的に協力

せよというのが、興亜奉公日（それを一億一心社会といっ

ていい）の狙いである。阿部内閣のこの奉公日の規定は、

現在にも通じていて安保関連法が現実に施行になったら、

そのまま通用するのではないかといいたくもなる。 

「1 億」は太平洋戦争下ではもっとおどろおどろしい意

味をもった。開戦翌年の 42 年には、大政翼賛会のスロー

ガンとして前出の「進め一億 火の玉だ」という激しい言

葉が採用され、主要な建物には、垂れ幕が掲げられた。 

安倍首相の用いている「1 億総活躍社会」は、もとよりこの時代のファナティックな

意味をこめているわけではないだろう。しかし過去のこの国の歪みが凝縮している「1

億」などといった表現は慎むのが歴史的礼節であるならば、いささか無神経すぎるとい

った言い方をしてもいい。 

「1 億」という語には、恐るべき意味が数多くこめられている。戦後の歴代首相の演

説や議会答弁で、この表現で自らの政策を語った例はほとんどないのではないか。国民

の反発を買うと知っていたのであろう。戦後社会では、一評論家がテレビ時代を皮肉り、

1 億視聴者が思考をもたなくなるのではと案じた件が思い出されてくるだけだ。 

10 月 7 日に発表された第 3 次安倍改造内閣では 1 億総活躍担当相が生まれた。さて

「1 億総活躍社会」とは、私たちに何に向けて、どのような活躍を要求するのだろうか。

不気味な表現に慣れるわけにはいかないと覚悟すべきだろう。 

                            (2015 年 10 月 1４日) 


